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関連ページ

ニューライセンスパック

PC-MAPPING Ver.7のインストールCD-ROMには、旧バージョンの後続となるPC-MAPPING

Ver.6.5 が同梱されています。

専用システム等を構築されていて、そのメンテナンスまたは Ver.7 への移行までの期間は

Ver.6.5 をご利用ください。

Ver.6.5につきましては、従来のVer.6**と完全互換製品となっておりますが、製品及びサー

ビスの提供は保守がメインとなり、機能追加に関しましては Ver.7 での対応となります。

PC-MAPPING Ver.6 製品ライフサイクルと次期バージョンについてのご案内

http://www.mapcom.co.jp/vup/life.htm

データの互換

旧バージョンとのデータの互換(プロジェクト/データベース/イメージ)は以下の通りとな

ります。

HASPについて

PC-MAPPING HT Ver.7 の HASP で動作するライセンスは以下の通りです。

● PC-MAPPING Ver.5.7

● PC-MAPPING Ver.6.**

● PC-MAPPING Ver.6.5**

● PC-MAPPING Ver.7.**

※ Ver.5.7 及び Ver.6.**のインストール CD は、Ver.7 には同梱されません。

※ Ver.5.7 及び Ver.6.** は、動作はしますが、製品の保証はありません。

[ヘルプ]-[バージョン情報]から表示される[バージョン情報]ダイアログボックスに、ご利

用の HASP に期限情報がある場合はその期限を表示します。

また、HASPの期限の 30日前、20日前、15日前、10日前、および、7日以降は毎日、起動

時に警告メッセージが表示されます。

Ver.5.7

Ver.6.0

Ver.7.0

読込 Ver.5.7

○

○

Ver.6.0

×

○

Ver.7.0

×

×

保存

Ⅰ.はじめに
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ルックアンドフィール

[ファイル]-[システム環境]-[システム環境設定]が更に充実しました。

データの構築から運用まで、様々な場面で、より使いやすい、ユーザーのためのインター

フェイスを実現します。

「メニュー、ダイアログ等を ”レイヤ化ウィン

ドウ ”にして再描画を抑制する」オプション

を追加しました。

ダイアログボックス等で隠れる部分の再描画

を抑制し、画面のちらつき、データ再読込に

よるストレスを防ぎます。

OSの「画面のプロパティ」でテーマを変更する

ように、「ルック＆フィール」を変更する事で

画面表示を好みのスタイルに変更できます。

Ver.7では更に『Office2007シリーズ』を追加

しました。

[ファイル]-[システム環境]-[システム環境

設定]の[ルックアンドフィール]パネルで設定

を行います。

※この機能をご利用になるには、

・Style2007Aqua.dll

・Style2007Luna.dll

・Style2007Obsidian.dll

・Style2007Silver.dll

のファイルがPcm.exeと同じフォルダ内に必要です。

II.システム環境

【標準】 【Office2007 (Luna)】 【Office2007 (obsidian)】
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スプラッシュウィンドウ

起動時に一定時間表示された後消えるウィンドウを「スプラッシュウィンドウ」と呼んで

います。

Ver.7では、これまでのイメージファイルに

加えてMacroMediaFlash の swf ファイル

を指定し、スプラッシュウィンドウとして表

示させる事ができます。

[ファイル]-[システム環境]-[システム環境設

定]の[ルックアンドフィール]パネルで設定を

行います。

「スプラッシュウィンドウを表示する」に

チェックを入れると[ファイルを開く]ダイア

ログボックスが表示されます。

「ファイルの種類」から「MacroMediaFlash

ファイル(*.swf)」を選択し、SWF ファイル

を指定するとスプラッシュウィンドウ表示

ファイルとして登録されます。

タブメニュー

タブメニューを追加しました。

これまでタブをクリックする事でウィンドウを

切り替える事はできましたが、ウィンドウを

閉じる際には[ファイル]-[閉じる]メニュー、

または、右上の<×>ボタンをクリックする

必要がありました。

Ver.7ではタブ上でマウス右クリックをする

とポップアップメニューが表示され、右上の

<×>ボタン以外からもウィンドウのクローズ、

また、「ルックアンドフィール」で『Office2007

シリーズ』を指定した場合は、後述の「タブ

グループ」への移動や新規グループ作成など、

様々なメニューが実行できます。
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タブグループ

「タブグループのMDIウィンドウ」､「タブのスタイル」が追加されました。

[ファイル]-[システム環境]-[システム環境

設定]の[ルックアンドフィール]パネルで設

定を行います。

プルダウンから「タブグループのMDIウィ

ンドウ」を選択すると、タブをマウス右ク

リックすると表示される「タブメニュー」で

[水平/垂直タブグループの作成]が実行で

きるようになります(ただし、[ウィンドウ]メ

ニューの「重ねて表示」「上下/左右に並べ

て表示」が使用できなくなります)。

｢タブのスタイル｣も別途選択できるように

なりました。

従来の「ワークブック(タブ付きMDIウィンドウ)」とは異なり、タブ付きウィンドウごと

グループ化できますので、タブウィンドウの数が多いプロジェクトの場合はグループにしてお

くと、タブクリックで切り替える時も分かりやすくなります。

←従来の「ワークブック」を利用した例。

[ウィンドウ]-[左右に並べて表示]から、ウィンド

ウを左右に並べることができますが、タブはグ

ループ分けすることができません。

「タブグループのMDIウィンドウ」を利用した例。→

「垂直タブグループ」を作成し、属性データベース

とベクタのウィンドウを分けて左右に表示して

います。

垂直タブグループ 垂直タブグループ

水平タブグループ

水平タブグループ



9

カラー選択ダイアログボックス

これまで[ファイル]-[システム環境設定]の

[操作]パネルでカラー選択ダイアログボックス

のタイプを設定していましたが、Ver.7では

描画パラメータなどの通常のカラー指定は、

デフォルトで右のような[カラー選択]ダイア

ログボックスを表示します。

ただし、[属性フィールドの設定]ダイアログ

ボックスのスタイルが「カラー型」の場合は

専用のCMYK選択ダイアログボックス

([CMYKカラー設定])が表示されます。

GPSモニタ

[ファイル]-[システムツール]-[GPSモニタ](コマンド：GpsMonitor)では指定のポートか

らのGPSデータ(NMEAフォーマット)を受けて、その時、アクティブなベクタドキュメン

ト(あれば)のアクティブなビューの表示中心位置を移動する事ができます。

このメニューを実行すると表示される[GPS

モニタ]ダイアログボックスで、捕捉した衛星

とその位置や受信状況をグラフィカルに表示

する事ができます。

受信している衛星のSNR（信号対雑音比）の状態を

色表示しています

SNRの場合（50デシベル以上）でグリーン、

よくない場合（30デシベル以下）でレッド、

その中間はグリーンとレッドの中間色となり

ます

ヒント集 カラー選択ダイアログボックス

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/param/hint11.htm
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バックアップ機能の強化

PC-MAPPINGにおけるデータのバックアップには、[ファイル]-[バックアップ保存]や[プ

ロジェクトエキスパート]-[リビジョン管理]などがありますが、「システム環境設定」にお

いても新たなバックアップ機構を設けました。

[ファイル]-[システム環境]-[システム環境

設定]の[操作]パネルに、「上書き保存に際して、

(可能であれば)上書きされるファイルをゴミ

箱に収納する」オプションを追加しました。

このチェックボックスにおけるバックアップ

は、プロジェクトやイメージ、データベース

の上書き保存などで有効です。

※ただし、ファイルサイズが大きすぎてゴミ箱に収納

できない場合([ごみ箱のプロパティ]で設定したサ

イズよりも大きくなった場合)は古いものから削除

されます。また、Windowsの設定で「シャットダウ

ン時にごみ箱を空にする」等設定されている場合も

同様に注意して下さい。

セキュリティ機能

従来の[ファイル]-[システム環境設定]の

[セキュリティ]パネルは廃止されました。

新設された[ファイル]-[システム環境]-[ア

カウント制御のポリシー設定](コマンド：

AccPolicy)から表示される[アカウント制

御・管理ポリシー]ダイアログボックスでセ

キュリティの詳細な設定が行えます。

[アカウントを作成して、これによる制御・管理を行う]チェックボックスがONの場合、

● PC-MAPPING 起動時

●アイコン状態からの復帰時

にパスワードを要求するよう設定が行えます。

※この機能は[アカウントを作成して、こ

れによる制御・管理を行う]チェックが

OFFの場合はご利用になれません。

また、[「最近使ったファイル」を終了後クリアーして保存しない]チェックをONにしておく

と、PC-MAPPING終了と同時に[ファイル]-[最近使ったファイル]に履歴を残しません。

※この機能はアカウント設定がなくてもご利用になれます。

ヒント集 バックアップについて

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/other/hint14.htm
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アカウント制御

あらかじめ権限を設定されたアカウントでログインする事で、データの表示制御や編集・

更新などの作業内容に対して制限を付ける事ができます。

[ファイル]-[システム環境]-[アカウントリスト

の管理・更新](コマンド：AccList)から表示

される[ユーザ権限の管理]ダイアログボックス

で、アカウントとパスワード、権限のレベル

を設定します。

このダイアログボックスで、[パスワードを明示

する]チェックがOFFの場合、パスワードは

「****」と表示されます。

また、<エクスポート>ボタンを押すと[名前を付けて保存]ダイアログボックスが表示されま

すので、ファイル(*.pcmacc)として保存する事が可能です。

【権限レベルの種類】

アカウントには以下の権限レベルが設定できます。

これらの権限と、各レイヤ・各属性フィールド毎に設定さ

れた権限によって、例えば変更を許されていないゲストレ

ベルでログインしたユーザには作図メニューが一切利用で

きない、また、属性データベースのある特定のフィールド

だけが修正できないなどの制限を加える事ができます。

属性データベースのフィールドにも[レイヤエキス

パート]-[ようこそ]パネルと同様に

表示権限：属性照会非表示・属性ウィンドウ非表示

変更権限：セルをダブルクリックしても変更不可能

があります。データベースの場合は別途

実行・コピー権限：エクスポート時出力不可

という権限設定項目があります。

この権限が許可されていないアカウントユーザが

データベースをエクスポートしても、そのフィールド

は制御が掛かっているため、出力されません。

0 権限なし

1 ゲスト

2 一般ユーザ

3 パワーユーザ

4 管理者

5 開発者特権

弱

↓

↓

↓

↓

強

②[アカウントリストの管理・更新]で作成した

「ゲスト」権限でログインします。

①[レイヤエキスパート]-[ようこそ]パネルで、

「変更権限」を「管理者」に設定します。

③すると、作図関連のメニューが使用不可に

なります。これは「ゲスト」にはベクタの

変更権限がないためです。

ヒント集 アカウントの制御と管理

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/other/hint16.htm
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▲PC-MAPPING Ver.6

[プロジェクトエキスパート]-[署名]パネル

[ファイル]-[名前を付けて保存]からパスワード

保護プロジェクトファイル(*.pcms)として

保存されたファイルに関して、署名情報（ラ

イセンス ID、ログイン名など）が付加され

るようになりました(Ver.6では保存時のオプ

ションでしたが、Ver.7ではデフォルトで付

加されます)。

署名情報は[ファイル]-[パスワード保護プロ

ジェクトの署名確認]から、プロジェクトを

開かずにパスワード保護プロジェクトファイル

を指定する事で確認できます。

これまでと同様、プロジェクトを開いた後で、

[プロジェクトエキスパート]-[署名]パネル

からも署名内容を確認できます。

しかしプロジェクトを開いた時点で悪質なスク

リプトが走るようなプロジェクトであった場

合、開いてから署名を確認しても手遅れです。そ

のため、ファイルは開かず、署名だけを確認す

るメニューが追加されました。

署名を確認した上で、データを開くかどうかを

選択し、<はい>で初めてファイルが開かれ

ます。

さらに、インターネットを介して、マプコンサイトに照会する事で、そのプロジェクトに

付加されたライセンスIDを保有する会社名(ユーザ登録が正式にされていれば)などを確認す

る事ができます。

リレーション時のオプション設定

[ファイル]-[システム環境]-[リレーション

起動のオプション設定]が追加されました。

従来iniファイルで行っていたリレーションの

●起動の原則

●マルチリンクフィールド

●その他(-Exmode)

の設定を、ダイアログボックス内のラジオ

ボタンを選択する事で容易に設定できます。

ヒント集 【Pcm.ini】リレーション起動オプション設定

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/data/hint36.htm

ヒント集 パスワード保護プロジェクトファイル

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/other/hint17.htm
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マプコンホームページ ヒントへのリンク

ダイアログボックスの<ヘルプ>ボタンから、

関連ヒントがある場合は、そのページへの

ジャンプメニューを追加しました。

該当するヒントがない場合はすぐにヘルプが

表示されます。

ヘルプと合わせて、より具体的な操作方法や

実際の画面・ダイアログなどで説明されている

ヒントのページをご覧下さい。

ツールヒント表示用DLL（PcmRefGuid.dll)

ツールヒント表示用DLL(PcmRefGuid.dll)

がPcm.exe と同フォルダ内にあると、コマ

ンドラインバーあるいはVBS画面上でコマ

ンド名やメソッドをマウス左クリックするだ

けで、書式等がツールチップ表示されます。

FUN ステータスバー PcmStatusBar.nai

PcmStatusBar.nai を Pcm.exe かPrmdir

と同じに入れると、そのイメージをステータス

バーで、作業工程用 アニメーションとして

利用できます。

例：PcmStatusBar.nai

横 194*縦 14のイメージ

設定した図がファイル読込時などにステータス

バーに表示されます。 →

ヒント集 ツールヒント表示用DLL(PcmRefGuid.dll)

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/other/hint19.htm

ヒント集 ヘルプ表示について

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/other/hint12.htm

JavaScript(JScript)

PC-MAPPING Ver.6まで、対応スクリプト言語は VBScriptのみでしたが、PC-MAPPING

Ver.7よりJavaScript(JScript)も使用できるようになりました。

起動オプション「-VbsMode 2」に設定する事によりデフォルトスクリプト言語が

JavaScript(JScript)となります。

ヒント集 JavaScript(Jscript)の使用について

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/script/hint34.htm
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色覚調整(LMS設定)

[プロジェクトエキスパート]-[表示モード]パネルにモノクロ表現として、<高度な設定>

ボタンを追加しました。ここでは、「色覚調整」ダイアログボックスによって、画面上の地

図表示を調整する事ができます。

※RGBと L、M、S錐体の反応の間の変換は色を伝える時に、考え忘れていたこと (色
弱と色空間 その1) を参照しています。

※色覚の分類は色覚モドキソフトを作る(色弱と色空間その4) および、色覚異常の分類
を参照しています。

※色覚のシミュレートにあたっては色弱・色盲の方の視界をシミュレートする
CUDGlassを参照し、かつ、そのソースコードの一部を CUDGlassの著作者である
Open MagicVox.net の管理人 紫京 ぴろり氏の好意と承諾を得て利用しています。

※本機能は現在、試験・評価中のものです。

調整例

桿体１色覚元画像

錐体１色覚(赤) 錐体１色覚(緑) 錐体１色覚(青)

２色型第１色盲(赤) ２色型第１色盲(緑) ２色型第１色盲(青)

３色型第１色盲(赤) ３色型第１色盲(緑) ３色型第１色盲(青)

任意設定 単純モノクロ
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連続変数の等級分類（個別色）によるカラー設定

[設定]-[レイヤ描画設定]のポリゴンとメッ

シュに、[連続変数の等級分類（個別色）による

カラー設定]を追加しました。

これに伴い、従来の[連続変数の等級分類に

よるカラー設定]は、[連続変数の等級分類（グ

ラデーション）によるカラー設定]に改名しま

した。

[作業データも圧縮して生成]オプション

[ファイル]-[システムツール]-[統合広域

イメージの生成]に、[作業データも圧縮して

生成]オプションを追加しました。

従来、作業エリアとして非圧縮相当分のディ

スクが必要でしたが、このチェックがON の

場合、作業データも圧縮して生成されるため、

より少ないディスクでも大きなファイルを生成

できます。

デフォルトの座標系設定

[ファイル]-[システム環境]-[システム環境

設定]-[操作-2]パネルに、[デフォルトの座

標系設定]オプションを追加しました。

これは、「CoordInit」を書き換えるもので、

「LayerCoordInit」などが別にあればそちら

が優先されます。

ヒント集 【pcm.ini】pcm.iniファイル②

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/other/hint46.htm
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直ちに印刷設定して印刷（スナップショット）

[ヘルプ]-[スナップショット機能の設定]に、

[直ちに印刷設定して印刷]機能を追加しました。

スナップショットを実行すると、[イメージ印

刷]ダイアログが表示され、印刷設定を行い

印刷をすることができます。

アクティブタブでの閉じるボタン

[ファイル]-[システム環境]-[システム環境

設定]-[ルックアンドフィール]パネルに、[ア

クティブタブでの閉じるボタン使用]を追加

しました。

アンチエイリアス効果（文字）に、[縦書き文字に代替手法を適応する]

[ファイル]-[システム環境]-[システム環境

設定]-[表示と印刷]パネルの、「拡張グラ

フィックス」-【詳細設定】に、[縦書き文字

に代替手法を適応する]を追加しました。

この機能は、縦書き文字（@がついたフォン

ト）に対してアンチエイリアス効果を利用する

際に利用されます。

ビットマップ上に、通常（拡張グラフィックス）

の文字列描画を数倍程度大きいサイズで行い、

これを拡張グラフィックスを用いて高精細な

縮小処理をすることで、アンチエイリアス効

果を実現します。

ただし、フォントやグラフィックドライバー

によっては、乱れる可能性もありますので、

その場合は、チェックをOFFにしてくださ

い。

← ON

OFF→
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アナログ時計の表示（クイックバー）

[カスタマイズ]-[クイックバーの設定]に、

[アナログ時計の表示]機能を追加しました。

ブックマークから「初期位置設定」

[表示]-[ブックマーク]-[ブックマークの整

理]で、登録されたブックマークを「初期位

置設定」とする機能を追加しました。

この設定されたブックマークの位置がプロジェ

クト起動時の初期位置として設定できます。

[操作 2]オプション

[ファイル]-[システム環境]-[システム環境

設定]-[操作 2]パネルに、「面積計算・交点計

算等を多倍長精度演算（有効桁数を部分的に

倍増させます）で行う」チェック、「経緯度

での距離計算を（UTM投影計算でなく）準拠

楕円体から高精度で行います」チェックを追

加しました。

ヒント集 クイックバーの設定①

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/custom/hint29.htm

ヒント集 ブックマーク機構

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/vector/hint20.htm
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タイトルのファイルパス

[ファイル]-[システム環境]-[システム環境

設定]-[ルックアンドフィール]パネルに、

「タイトルバーにパス名を加えて表記する」

チェックボックスを追加しました。

プロジェクトワークスペースのプロジェクト

タイトルの右隣にプロジェクトファイルパス

を表示します。

Virtual Earth Mapバーに検索機能追加

[Virtual Earth Mapバー]に、場所検索ウィン

ドウを表示して、検索できる機能を追加しま

した。Virtual Earth Mapバー上で、右ボタ

ンを押すと表示されるポップアップメニュー

から表示します。

このバー内の機能（検索や表示位置など）は、

Virtual Earth Mapコントロールに依存する

ため、PC-MAPPINGでは制御できません。

16Bit階調 TIFFファイルインポートオプション

[ファイル]-[システムツール]-[16Bit階調

TIFFファイルインポート]に、3つのファイ

ルを指定してそれぞれをRGB色に割り当て

て合成するオプション機能を追加しました。

SXF、DXF データ等のインポートでの文字表現の再現向上

[システム環境設定]-[表示と印刷]に、以下

のチェックボックスを追加しました。

・「固定ピッチの場合の場合のフォント幅を調整する」

・「半角文字の縦書対応」

主として、SXF、DXFデータ等のインポート

での文字表現の再現向上で使用します。その

際は、デフォルトを変更して、「固定ピッチ

の場合の場合のフォント幅を調整する」を

OFF、「半角文字の縦書対応」をONで使用

します。

ヒント集 表示領域検索

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/vector/hint34.htm
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ディスプレイの換算方法

[ファイル]-[システム環境]-[システム環境

設定]-[表示と印刷]パネルのディスプレイ解

像度に関して、ディスプレイサイズからの換

算方法（液晶ディスプレイに合わせて）前面

改定し、16:9のワイド液晶ディスプレイにも

対応しました。

従来は 4:3のCRTディスプレイを想定し、た

とえば20インチの場合横サイズを20X(4/5)

の 16インチにCRTの無効部分を加味して

10%程度小さめに見積もっていたものを、液

晶ディスプレイとして、16インチそのままの

値で算出されるように変更しています。

[表示モード]の【標準へコピー】ボタン

[プロジェクトエキスパート]-[表示モード]

の設定で、【標準へコピー】を実行すること

で、レイヤの表示設定に関しても、即座に反

映するようになりました。

Z 値の少数桁

[プロジェクトエキスパート]-[環境2]に、

「高さ(Z値)値表示の少数桁」を追加しました。

属性照会時のフォーカス制御に関する Pcm.iniの仕様

属性照会時のフォーカス制御に関して、pcm.iniでの設定の仕様を統一して

[PcmAttrInq] セクションに、

Focus=1

のとき、属性照会のウィンドウではなく、元のベクタービューがフォーカスを持つように

しました。
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マウス押下時のモード

通常は、マウス中ボタンを押すと、拡大処理

モードに入りますが、一定時間マウスを移動

させずに中ボタンを押し続けることで、移動

モードに変更するようになりました。

[システム環境設定]-[操作]パネルで、この

時間（ミリ秒）を設定します。

なお、この時間を 0秒にすることで、この機

能はOFFになります。

また、この時間を -1秒に設定することで、拡

大処理モードにはいらず、直接移動モードを

実行します。

ホイールを中ボタンとして使う際、中ボタン

としての押下とホイールの回転やチルトなど

が混乱しやすくなりますが、中ボタンを押下

中、および話されてから一定時間は、ホイー

ルに対して反応しないようになりました

（PC-MAPPING上での対応であり、マウスド

ライバー等で別途処理している分に対して

は、関与はありません）。

起動オプション -prmuserdir

起動オプションとして、[-prmuserdir]を追加しました。

例えば、-prmuserdir sssとした場合、VISTAでは、C:￥Users￥（ログイン名）￥sssの

フォルダをデフォルトのフォルダとします（このフォルダを-prmdirで指定したものと同じ）。

ヒント集 起動オプション一覧

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/other/hint35.htm

クイック属性照会のフィールド名併記

[プロジェクトエキスパート]-[環境1]パネル

で、クイック属性照会に関して、「フィールド

名併記」のオプションを追加しました。

※このチェックがON、対象の要素がレイヤ

エキスパートの[属性データ表示制御]で

「クイック属性照会対象」になっている、

かつ、拡張ツールチップの使用が設定さ

れていない場合、フィールド名とその内

容がHTMLテーブルに表記されます。

ヒント集 クイック属性照会

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/vector/hint47.htm
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レイヤ内部属性の「ID」フィールド

レイヤの内部属性に「ID」というフィールド

があった場合、属性照会ダイアログで内部属

性番号（ID)と併記して、そのフィールドの

内容を表示されるようになりました。

独自のユニークなIDで管理される地理情報

標準準拠のデータ確認用に利用します。

電子国土ビューア（バー）

ドッキングバーに、[電子国土ビューアー

（バー）]を追加しました。

既存の[Virtual Earth Mapバー]と同様の動

作をします。

※ただし、電子国土プラグインがインス

トールされている必要があります

（非 ActiveX版では動作しません。）
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イメージの編集機能 (拡張 OP から標準メニュー化)

[編集]-[イメージの領域クリア]が追加されました。

これまで、イメージの一部を削除する場合には、[編集]-[イメージ編集外部プログラム]を

利用していましたが、PC-MAPPING 内でもイメージの部分削除が行えます。

削除したい領域をクリックし、マウス右ボタ

ンで確定すると、その領域のビットが削除さ

れます。

[編集]-[ショートベクタフィルター]が追加されました。

ショートベクタしきい値、イメージの幅等に

より、イメージの小さなドット(ごみ)をクリ

アします。

設定方法によっては、図面の文字のみをある

程度削除する事もできます。

イメージ処理を実行する前に、<プレビュー>

により結果を確認しながらしきい値等を設定

できます。

※｢ショートベクタフィルター｣は

モノクロのみ対応します。

イメージ保存時のオプション設定

[ファイル]-[名前を付けて保存]等から表示される保存時の[名前を付けて保存]ダイアログ

ボックスにオプションボタンを追加しました。

ボタンを押すと[イメージデータの設定]ダイ

アログボックスが表示されます。

ここで圧縮パターンや解像度の設定を、[画像

のプロパティ]を開かず、保存時に設定でき

ます。

III. イメージデータ

ヒント集 【イメージ編集】部分消去と文字除去機能(ショートベクタフィルター)
http://www.mapcom.co.jp/support/hint/image/hint22.htm
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イメージの圧縮

イメージファイルの圧縮を「標準/JPEG(24 ビットカラー)/圧縮なし」の 3 パターンに

整理しました。

▲ PC-MAPPING Ver.6 ▲ PC-MAPPING Ver.7

「標準」、または、24 ビットカラー以外で「JPEG 圧縮」を指定した場合、モノクロは

CCITT-G4 圧縮、カラーは ZLIB 圧縮で行われます。

TIFF JPEG タイプ 6 への対応

TIFF JPEG タイプ 6(TIFF JPEG では旧タイプのもの)ファイルの読み込みに対応しました。

イメージの統合・再構成 (拡張 OP から標準メニュー化)

[ファイル]-[システムツール]-[イメージの統合・再編成](コマンド：ImConsolidate)を

追加しました。

現在開いているイメージウィンドウ、または、

プロジェクトに登録されている複数レイヤの

背景イメージを一枚のイメージファイルに

結合します。

ただし、座標系が異なる、場所がかけ離れている、カラービットが異なると正常に結合され

ない場合がありますのでご注意下さい。

[ファイル]-[システムツール]-[統合広域イメージの生成]でも同等の統合は行えますが、

イメージが WNAI 形式で保存されます。TIFF や NAI などのイメージにするためには作

成してから[ファイル]-[システムツール]-[統合広域イメージツール]で画像変換処理を行

わなくてはなりません。

しかしこのメニューでは一度新しいウィンドウに結果イメージを表示しますので、その

後イメージのファイル保存と同じやり方で、様々なイメージ形式で保存ができます。
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統合広域イメージツールのオプション

[ファイル]-[システムツール]-[統合広域

イメージツール]で処理として「分割して

ファイルに保存」する際、「白部の画像は

ファイルにしない」オプションが追加されま

した。

例えば、右図の統合広域イメージを 5*5 分

割するとします。

「白部の画像はファイルにしない」チェック

ボックスがOFF の場合は、合計25 のファイル

が生成されます。

「白部の画像はファイルにしない」チェック

ボックスが ON の場合は、分割して白部に

なるイメージはファイル保存されません。

この例では合計17 のファイルが生成されます。

ヒント集 統合広域イメージツール
http://www.mapcom.co.jp/support/hint/image/hint21.htm
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インデックスカラー画像のパレット設定

[カラー変換]-[インデックスカラー画像のパレット設定](コマンド：PaletteChange)

を追加しました。

8 ビットカラー画像のパレットを編集でき、

他のイメージのカラーパレットを参照して読

み込む事も可能です。

また、同様の機能を、[レイヤエキスパート]-

[イメージ]パネルの<パレット変更>ボタン

から直接呼び出す事ができますので、イメー

ジメニューを辿らずにベクタ操作画面から容

易に背景イメージのカラー編集が行えます。

イメージの切り出し

[編集]-[イメージの切り出し]、[編集]-

[コピー]で、<他データの座標系参照>ボタ

ンを追加しました。

「左上基点」及び「切り出しサイズ」の[図上

で指定する]チェックボックスが両方とも

OFF の場合に利用できます。

PC-MAPPING 上で同時に開かれているプロ

ジェクトのレイヤあるいはイメージの左上基

点・図上サイズを参照する事ができます。

※この機能は異なる座標系間ではこの機能

は利用できません。

例えば、右のイメージデータの一部を切り出

すとして、同じ座標系のプロジェクトのレイ

ヤを指定します(コピーの場合も手順は同じ

です)。

切り出したイメージを保存、あるいは新規

ウィンドウに表示してから保存し、参照した

レイヤと重ねて表示させると位置とサイズが

合っていることが確認できます。

このプロジェクトのレイヤ

サイズで切り出すとします。

< 他データの座標系参照 > ボタンを押すと、

同時に開いているプロジェクト・イメージが

ポップアップで表示されますので、参照する

データを選択します。

参照するデータを選択すると、「左上基点」と

「切り出しサイズ」の数値が自動変更されます。
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イメージデータ合わせ込み変換(拡張 OP から標準メニュー化)

[編集]-[(背景)イメージ編集]-[イメージデータの合わせ込み変換](コマンド：

ImageFit)を追加しました。

座標をもたないイメージデータに対応する点

を生成するだけで、簡単にベクタへ合わせ込

みを行うことができます。また、変換と同時

にポイントの位置の範囲内を切り出すことも

できます。

背景イメージの座標補正

[編集]-[(背景)イメージ編集]-[イメージデータの座標補正](コマンド：BkImNrm)を追

加しました。

前景レイヤの背景イメージを座標補正します。補正する方法としては、そのレイヤの

アークを参照し、アークの始点を現在の位置、終点を補正したい位置と解釈します。

ヒント集 【イメージ編集】
イメージデータの合わせ込み

http://www.mapcom.co.jp/support/
hint/image/hint8.htm

ヒント集 【イメージ編集】背景イメージの位置補正（正規化）
http://www.mapcom.co.jp/support/hint/image/hint5.htm



27

背景ピクチャーイメージの座標補正

[編集]-[(背景)イメージ編集]-[背景ピクチャー

イメージの座標補正]を追加しました。

ただし、回転がかかっているものには対応し

ておりません。

ヒント集 【イメージ編集】背景ピクチャーイメージの位置補正（正規化）
http://www.mapcom.co.jp/support/hint/image/hint12.htm

イメージウィンドウでのタイトル表示

イメージウィンドウでのタイトル表示を、

「タイトル[サイズ]ファイル名(フォルダ名）」

となるように調整しました。

ファイル名にメッシュコード、DM 図郭コード

イメージファイルの読み込みで、ファイル名にメッシュコード、もしくはDM図郭コード

が用いられている場合、その情報から座標系をセットする機能を追加しました。

なお、GeoTiffやワールドファイルがある場合は、そちらの情報が優先されます。
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論理ピクセルを廃止

Ver.7では、PC-MAPPING当初から採用されてきた「論理ピクセル」がついに廃止されます。

｢論理座標(ピクセル)｣という概念は国土地理院の数値地図や旧国土庁時代からの国土数値

情報、あるいは、全国デジタル道路地図などで古くから使われてきたデジタル地図の概念で、

１つの図葉やメッシュの内部を整数値で正規化した座標で表現するものであり、

PC-MAPPINGでも開発当初から使われてきました。

今回、各種の測量データの取り扱い、また、地理情報標準などで扱われるデータなど、必ずし

も図葉という概念がないデータの扱いをより簡便にするために、「論理ピクセル」を廃止し、

直接実座標値をもって内部のデータとして処理するように更新しました。

実データとしての有効数値はいわゆる倍精度実数として約15桁（10進数）の精度は基本的

には変わりませんが、従来有効データ範囲を座標系（図郭）の設定に強く依存していた煩

雑さからは解放されます。

IV. ベクタデータ

PC-MAPPING Ver.6 PC-MAPPING Ver.7

[ 直角座標系の設定] ダイアログボックス

[ 経緯度座標系の設定] ダイアログボックス
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メッシュデータの取り扱い

国土数値情報(JPGIS準拠データ)のメッシュ

データに対応しました。

[ファイル]-[インポート]-[国土数値情報]-

[国土数値情報(JPGIS準拠データ)](コマンド：

ImportNLAJpGis)からメッシュデータを選択

すると「メッシュ」が読み込まれます。

「メッシュ」はアーク・ポイント等、従来の

ベクタと同種のレイヤ要素としてレイヤに格

納されます([レイヤエキスパート]-[メッ

シュ]パネルが新設されました)。

内部属性を持ち、[属性]-[属性ウィンドウ表示]-

[メッシュデータ属性ウィンドウ](コマンド：

MeshWnd)が実行できます(ただし、データ

ベースメニューからの｢レコードの並び替え｣

は実行できません)。

データの内容も通常の内部属性の編集と同様に

行えますので、値を変更した後、再度メッシュ

描画をする事で表示の更新が行なえます。

メッシュ描画は[設定]-[レイヤ描画設定](コ

マンド：MakeLayerRender)で行い、結果

は「レイヤの背景イメージ」として[レイヤ

エキスパート]-[イメージ]パネルに反映され

ます。

[属性]-[属性照会]-[メッシュ属性照会](コ

マンド：MeshInq)や｢クイック属性照会｣に

も対応しています。
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[プロジェクトエキスパート]-[表示モード]

パネルの「その他」にある「メッシュ」

チェックボックスをON、[レイヤエキスパート]-

[メッシュ]パネルの「表示」チェックボックス

をONにする事で、画面上にメッシュデータ

値を表示できます。

「クイック属性照会」は、従来の設定箇所と

同様です。照会要素に「メッシュ」が追加され

ています。

レイヤ描画設定

[設定]-[レイヤ描画設定](コマンド：MakeLayerRender)を追加しました。

メニューを実行すると[レイヤ描画設定]ダイ

アログボックスが表示され、指定したレイヤ

のベクタ要素とその属性に応じて描画が行え

ます。

１～３つのフィールドの値から、ポリゴン描画色やアーク線幅、カラー、ポイントシンボルの

サイズやカラーを設定します。

ヒント集 【レイヤ描画設定】ポリゴン描画設定

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/param/hint18.htm
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シンボル描画についての仕様変更

ポイント(ノード)シンボル表示に関する描画サブキイの処理に関して、以下のように仕様

変更となりました(以前のバージョンでのデータと互換性がなくなるので注意して下さい)。

① シンボルサイズに関して

従来

実数型の描画サブキイ( 従描画チェッ

ク) は「ファクター」とみなす。

Ver.7 から

実数型の描画サブキイ( 従描画チェッ

ク)は描画サイズ(単位 m m) とみなす。

② ビットマップシンボルのファクターに関して

従来

実数型のビットマップシンボルは「サイズ固定」チェックが O F F であっても、表

示縮尺に応じて描画サイズは変わらない。

Ver.7 から

ビットマップシンボルに関してもベクタシンボルと同様に、「サイズ固定」チェッ

ク O F F で表示縮尺に応じて描画サイズを変化するように変更。

貼り付けメニュー

従来は、プロジェクト上に背景ピクチャーを表示させる際に、一旦、[プロジェクトエキス

パート]-[背景ピクチャー]パネルで登録し、ベクタメニューに移動してからサイズ変更や

移動を行っていましたが、Ver.7 では、[編集]-[貼り付け]メニューが追加されました。ベ

クタメニュー上から登録→編集作業を行う事ができます。

[編集] - [貼り付け] - [クリップボードからベクタデータ] (コマンド：P a s t e)

[編集]-[貼り付け]-[クリップボードからイメージ] (コマンド：Pas t e I m age)

[編集]- [貼り付け]-[クリップボードからメタファイル] (コマンド：Pa s t eMet a)

[編集]-[貼り付け]-[ファイルからイメージ](コマンド：Inse r t Im age)

[編集]-[貼り付け]-[ファイルからメタファイル] (コマンド：I ns e r t Me t a)

[編集]-[貼り付け]-[ファイルからパレット(凡例)](コマンド：Inser tPa le t t e)

[編集]-[貼り付け]-[ファイルからプロジェクト] (コマンド：I ns e r t P r j)

[編集]-[貼り付け]-[ファイルからデータベース(NDV)](コマンド：I n s e r t N d v)

[編集]-[貼り付け]-[他のプロジェクトの取り込み] (コマンド：I ns e r tP r jDoc )

[編集]-[貼り付け]-[他のプロジェクトのビュー] (コマンド：I ns e r t V i ew)

[編集] - [貼り付け] - [スケールバー]

[編集] - [貼り付け] - [コンパスバー]
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背景ピクチャーの位置・サイズ指定

[背景ピクチャー]の表示枠を変更する際に、改行キイで表示される[座標指定]ダイアログ

ボックスから、サイズ指定ができるようになりました。

また、[背景ピクチャー編集]ダイアログボックスの編集機能も追加されています。

ズームボックスビュー

[表示]-[ズームボックスビュー](コマンド：ZoomView)を追加しました。

従来ルーペウィンドウで見るだけであったも

のに加え、ズームボックス内で作図作業等

が行える機能です。

PC-MAPPING Ver.6 PC-MAPPING Ver.7

PC-MAPPING Ver.6 PC-MAPPING Ver.7

< 位置・サイズ指定> ボタンから表示される[背

景ピクチャー座標指定] ダイアログボックス

では、サイズと縮尺の指定が一度に行えま

す。
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背景ピクチャーに「他のプロジェクトのビュー」

背景ピクチャーの種別に、「他のプロジェクトのビュー」を追加しました。

同じPC-MAPPINGウィンドウ上で読み込まれているプロジェクトのビューをはめ込む事が

できます。

右図のように２つのビューを設定したプ

ロジェクトと、背景ピクチャーのみを貼

り付ける台紙のようなプロジェクトを同

じ PC-MAPPING 上に表示します。

[プロジェクトエキスパート] - [背景ピク

チャー] パネル < 追加 > ボタンから「他の

プロジェクトのビュー」を指定して、台

紙のプロジェクトに配置します。

複数のビューがあった場合はいずれかを指定しますが、複数のビューのうちどのビューを選択

したかまでは情報としてファイルに保存されませんので、次回起動時は一般にアクティブ

なビューになります。

簡易作図ツール「E シェイプ」

[作図]-[Eシェイプ]以下、次のメニューを追加しました。

[作図]-[Eシェイプ]-[作図](コマンド：EShapeDraw)

[作図]-[Eシェイプ]-[編集](コマンド：EShapeEdit)

[作図]-[Eシェイプ]-[レイヤプロパティ](コマンド：EShapeLayerProp)

[作図]-[Eシェイプ]-[エクスポート](コマンド：EShapeExport)

[作図]-[Eシェイプ]-[Eシェイプ属性照会](コマンド：EShapeInq)

[作図]-[Eシェイプ]-[Eシェイプの巡回表示](コマンド：ViewEShape)

[作図]-[Eシェイプ]-[次のEシェイプ巡回箇所](コマンド：ViewEShapeNext)

[作図]-[Eシェイプ]-[前のEシェイプ巡回箇所](コマンド：ViewEShapePrev)

[作図]-[Eシェイプ]-[Eシェイプ巡回アニメーション](コマンド：EShapeRound)

従来の「クイックシェイプ」と異なり、『簡易作図ツー

ル』でありながらレイヤ構造を持ちますので、レイヤ

単位での表示/非表示が行えます。
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ビューモードの設定

[表示]-[このビュー独自の表示モード設定](コマンド：ViewDispMode)を追加しました。

ウィンドウ分割で一つのプロジェクトを複数の

「ビュー」に分けた場合、ある特定のウィンドウ

に用いる特定の表示モードを指定する事がで

きます。

[表示]-[ビュー番号表示](コマンド：ViewDispInfo)を追加しました。

[表示]-[このビュー独自の表示モード設定]

でビューごとに指定された表示モード名と連

番を数秒間画面に表示します。

％指定による画面表示

メニューにないコマンド ZoomRelを追加しました。

【書式】 ZoomRel △nnn

現在の表示画面を指定のパーセント(百分率)に応じて拡大、縮小する。

ZoomRel △ 200…表示縮尺を 2 倍に拡大

ZoomRel △ 50…表示縮尺を 1/2 に縮小

ジオコーディングウィンドウ

[表示]-[その他のウィンドウ]-[ジオコーディング検索ウィンドウ](コマンド：PGCWnd)

を追加しました。

従来の「インテリジェントジオコーディング

(IGC) ウィンドウの表示」の後継で、入力

された住所からのその位置を検索して、画面

中央に移動します。
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[属性照会]ダイアログボックスでの座標リスト

ベクタの[属性照会]ダイアログボックスに<座標リスト>ボタンを追加しました。

ベクタの図形情報(例えば下の例であれば、

ポリゴンの構成アーク一覧)を別ウィンドウ

に表示でき、そのリストをテキストやCSV

形式で保存する事ができます。

また、リスト内の座標値を変更すると<図形

データ更新>ボタンが使用でき、ベクタ図形を

このリスト上からも編集する事ができます。

リンクフィールドの一括追加

[レイヤエキスパート]の各ベクタパネル内に<リンクフィールド一括追加>ボタンを追加し

ました。

ボタンを押すと、[データベースリンクフィー

ルドの一括指定]ダイアログボックスが表示

されます。

「参照フィールド」「データベース」「キイ

フィールド」までが同じリンク設定フィールド

を複数一括で追加できます。

左端の番号をクリックすると、そのレコード

に該当するベクタに旗が立ちます。
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フィールド値のリストアップ

[選択]-[属性選択]から表示される[検索]ダイ

アログボックスでのフィールド値リストアップ

機能を追加しました。

※リストに表示される順序は、出現数の多

い順になります。出現数が同じ場合はラ

ンダムに表示されます。なお現状、200個

を超える場合はリスト表示されません。

固有属性転記 オプション

[属性]-[固有属性転記](コマンド：AttrITrans)のアーク・ポリゴンの「転記する固有属性」に

● 存在領域最小 X 経度 座標

● 存在領域最小 Y 緯度 座標

● 存在領域最大 X 経度 座標

● 存在領域最大 Y 緯度 座標

を追加しました。

属性転記 オプション

[属性]-[ポイントからの属性転記](コマンド：

AttrFromPnt)で、「１つのポイントからの複数

要素への転記を許容する」オプションを追加

しました。

ポイントの属性を周辺のアーク、ノード、ポイ

ント(別レイヤ)などへまとめて転記する事が

できます。

ポリゴン生成 オプション

[編集]-[ポリゴン生成](コマンド：

PolTrace)で、「微小ポリゴンを検知しない」

オプションを追加しました。このチェックが

ONの場合、微小ポリゴンを無視して処理を

実行します。
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作図時の座標指定 オプション

[作図]-[アークの追加]、[作図]-[ポイント処理

(追加)]時に改行キイを押すと表示される[座標

指定]ダイアログボックスで、｢方向角と距離｣

からも指定できるようになりました。

カラー選択ダイアログボックス

Ver.6では[ファイル]-[システム環境設定]-

[操作]パネルにおいて「従来の標準タイプを

使用する」チェックがOFFの場合に限り[カ

ラー選択]ダイアログボックスをできましたが、

Ver.7からはデフォルトで[カラー選択]ダイ

アログボックスが表示されます。

ダブリ点表示

[ファイル]-[システム環境]-[システム環境

設定]-[表示と印刷]パネルに「表示時ダブリ

ポイント描画抑制のしきい値(ピクセル)」が

追加されました。

大量のポイントがあるプロジェクトを小縮尺

で表示した時の描画時間を節約するのに有効

です。

ヒント集 カラー選択ダイアログボックス

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/param/hint11.htm

ヒント集 ダブリ点表示抑制

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/param/hint8.htm
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PC-MAPPINGプロジェクト統合ファイル

「PC-MAPPINGプロジェクト統合ファイル」と

は、外部ファイルとなっているレイヤやデー

タベース、描画パラメータ、背景ピク

チャー、標高メッシュ、TINデータ、レイヤ

の背景イメージ、あるいは、広域ベクタ、広

域イメージまでも含めて、1つのファイル(実

体はZIP形式の書庫)に格納したものです。

複数ファイルにまたがるプロジェクトをやり

取りする上で、これまでは、手動でLZHなど

のアーカイバーでまとめていた操作を自動化

しました。

アーク代表点の表示状態

従来、代表点非表示の状態でアーク代表点を

移動する場合、一度代表点を表示状態にして

から編集モードになり、移動処理が終了して

も、表示がONのままでした。最新版では、

移動表示が終わると表示がOFFに戻るという

設定に変更されました。

E シェイプメニューの追加

[作図]-[Eシェイプ]に以下のメニューを追加しました。

・E シェイプ属性照会

・E シェイプ巡回表示

・次の E シェイプ巡回箇所

・前の E シェイプ巡回箇所

・E シェイプ巡回アニメーション

・一括削除

[作図]-[Eシェイプ]の[確定処理]・[編集処理]ダイアログボックスに、以下のメニューを追加

しました。

・頂点削除

また、Eシェイプの文字列も、印刷枠の回転に連動するようになりました。

[作図]-[Eシェイプ]に、Eインポート（総替え）メニューを追加しました。従来のものが、

現存ものに追加していくインポートでしたが、これは、すべてのＥシェイプをレイヤ構造

ごとインポートする機能です。

ヒント集 アーク代表点

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/vector/hint64.htm

ヒント集 Eシェイプ

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/vector/hint7.htm
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重畳（ちょうじょう）描画機能

[アークペンの設定]ダイアログボックスに、

「重畳描画機能」を追加しました。

同じレンジに複数のペン設定がある場合は、

まず、重畳描画設定が「なし」のものが描画

され、次の重畳描画設定が「1」､「2」と（あ

れば）そのペンを使って、1つのアークを複

数回描画します。

これまで二重線などの複雑なアークペンスタ

イルには、ベクタシンボルを登録し利用して

いましたが、この「重畳描画」を使う事で、

アークペンの設定だけで描画を行えます。

重畳描画設定が「なし」のものが複数ある場合

は、描画されるのはどれか1つになります。

ベクタシンボルの異方（縦横独立）サイズ変更

ポイントとノードの内部属性設定に関して、

「従描画」キイとして「文字サイズ型」を設定

できるようになりました。この設定があり、

有効な「文字サイズ型」データがある場合は、

その幅、高さに応じたベクタシンボルが描画

されます。

ポリゴン合併・分割一括処理

[編集]-[ポリゴン処理]-[ポリゴン合併・分割

一括処理]を追加しました。

「メガネ」線・分割線のレイヤを利用して、

ポリゴンの分割・合併を一括して行います。

一括処理時には属性の演算も行う事ができます。

ヒント集 アークペン重畳描画設定

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/param/hint15.htm

ヒント集 ポリゴン合併・分割一括処理

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/vector/hint16.htm
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「座標のゆらぎを収束させる」オプション（交点・ダブリアーク）

[編集]-[交点ノード生成、ダブリアーク削

除]から「ダブリアークを削除するのみ」を

選択した場合、「アークをセグメントに分割

して再構成する」オプションに、「座標のゆら

ぎを収束させる」オプションを追加しました。

ONの場合、指定されたしきい値（図面上の

値mm)程度のずれを吸収してダブリアーク

削除、微小ポリゴン削除処理を行います。

ビューのハードコピー（領域指定）

[編集]-[ビューのハードコピー（領域指定）]

メニューを追加しました。現在のベクタ画面

上で、矩形（長方形）を指定し、その領域を

クリップボードにコピーします。

海部、無効領域の指定

標高メッシュプロジェクトの[編集]メニュー

に、[海部、無効領域の指定]メニューを追加

しました。ダイアログで指定された範囲の標

高値を持つデータを海部、もしくは、無効領

域に指定します。

また、プロジェクトの[編集]-[格子ポイント

から標高メッシュの生成]で、ダイアログで

指定された範囲の標高値を持つデータを海

部、もしくは無効領域に指定する機能を追加

しました。

[属性照会]-【このレイヤを前景に】ボタン

[属性照会]ダイアログボックスに【このレイヤ

を前景に】ボタンを追加しました。

属性照会対象のレイヤを前景にします。
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パステキスト

[レイエキスパート]-[アーク]パネルに、「パス

テキスト」チェックボックスを追加しました。

ONの場合で、表示対象となる内部属性があ

れば、アークに沿わせる形で表示し、間隔も

自動調整されます。

文字列意外に付帯できる属性としては、フォ

ント方（フォントとサイズ、影付け、輪郭

等）・回転角度型（アークに沿わせながら回

転を付加）に対応します。

文字ボックス引き出し線のアーク矢印

[レイエキスパート]-[アーク]パネルに、「パス

テキスト」チェックボックスを追加しました。

文字ボックスの引き出し線の矢印に関して、

ユーザー設定（アーク矢印方向）が使用でき

るようになりました。

この場合、ユーザー設定側のレンジは0から

255のみ有効になります。

作成した画像の形状を参照しますが、pcm.ini

ファイルに

[SystemEnvMgr]

ArcArrowOrgColor=1

を設定すると、元の色と幅を使うことができ

ます。

また、「始点オフセット」パラメータを追加

し、この分オフセットしてから、引き出し線

を描画するようにしました。

TIN(三角形パッチ）と標高メッシュ

[編集]-[TIN（三角形パッチ）と標高メッシュ]メニューに、以下のメニューを追加しました。

・TIN 切り取り

指定レイヤのポリゴンで T I N を切り取ります

・ブレークラインの作成

ブレークライン( 地形の谷線、尾根線等を表す線) を作成します。

・TIN 結合

複数の T IN に対して合併( 整合) 処理を行います。

また、[TIN（三角形パッチ）と標高メッシュの生成]で、メッシュサイズをmで明示的に指定

できるようになりました。図郭とのあまり部分は切り捨てられます。

ヒント集 TINレイヤ

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/vector/hint18.htm
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アークの矢印型について

アークの矢印型について、線幅が有効なのは、線で描画される矢印で、画的に描画されるも

のには無効ですが、「レンジ5」に関しては、指定の線幅が指定サイズの1/10である場合、

「線幅」が「厚み」になるようにしました。

※ただし、「サイズ」はおおよその見当であることに留意してください。

アーク補間点削除の仕様変更

[作図]-[アーク補間点削除（領域指定）]で、

「アーク全体が指定領域に含まれる場合は、

そのアーク自体が削除される」仕様を変更

し、アーク全体が指定領域に含まれ、結果と

してすべての補間点が削除されてしまうアー

クに関しては、それ自体が閉じているアーク

の場合は、「何もしない」、そうでない場合

は、両端ノード部分を残して他の補間点すべ

てを削除するようにしました。

アーク移動・複写、コピーの連結移動

[作図]-[アーク移動・複写]、[編集]-[選択編集]-

[アーク・ポイント移動・コピー]メニュー利用時

に、SHIFTキイ押下で、ノード連結移動が行える

ようになりました。

旧仕様 新仕様

旧仕様 新仕様

転記時の「アークから交差するアーク」の処理

[属性]-[属性転記（レイヤ間）]及び、[選択]-[選択

状態転記（レイヤ間）]の「アークから交差する

アーク」の処理に関して「解像度（分解能）程度の

交差許容地を見込む」オプションを追加しました。

交差判定において、座標系情報の高度な設定での

最高解像度に相当する程度の許容値を交差判定して

（微妙なケースはより交差と判定されます）処理

されます。
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属性フィールドの権限

[ファイル]-[システム環境]-[アカウントリストの管理・更新](コマンド：AccList)で作

成したアカウントレベル毎に、各フィールドに対し

● 表示権限：属性照会非表示・属性ウィンドウ非表示

● 変更権限：セルをダブルクリックしても変更不可能

● 実行・コピー権限：エクスポート時の制限

を持った制御が行えます。

設定された権限レベル以下のアカウントでログインした

場合は、特定のフィールドを非表示にする、あるいは

変更できないようにするといった制御が可能です。

ジオコーディング機能(住所フィールドの分解・整形)

[ジオコーディング]-[住所フィールドの分解・整形](コマンド：AddrSep)を追加しました。

街区レベル位置参照データをあらかじめ全国分

処理した専用のデータベース(※1)を使いなが

ら、住所表記を解析して分解・整形します。

例えば「東京都中央区八丁堀2丁目20番 1

号藤和八丁堀ビル3F」と「住所」フィール

ドにある場合は、

のように分解されます。

「整形(正規化)後の住所」チェックがONの場合は、分解した上で「整形住所」フィールド

に統一された記述の住所フィールドが新たに追加されます。

※1.専用のジオコーディングデータベース「PcmGC.pgc」ファイルを pcm.exeと同じ

フォルダに格納する必要があります。

※なお、このコマンドはベクタウィンドウがアクティブな場合は、そのときの前景レ

イヤを参照して座標系が設定されます。また、データベースウィンドウがアクティブ

な場合は、データの存在範囲から新たなレイヤとプロジェクトを生成します。

V.データベース

分解処理によって

生成されたフィールド

あらかじめ地域を限定することで、

処理が早くなります。

都道府県 東京都

市、郡、東京特別区 中央区

区町村

大字 八丁堀

小字、丁 2丁目

番地 20番

号(枝番) 1号

その他 藤和八丁堀ビル3F

ヒント集 【ジオコーディング機能】住所フィールドの分解・整形

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/data/hint32.htm



44

ジオコーディング機能(ジオコーディングによるポイント生成)

[ジオコーディング]-[ジオコーディングによるポイント生成](コマンド：GCPoint)を追

加しました。

街区レベル位置参照データをあらかじめ全国

分処理した専用のデータベース(※1)を使っ

て、高速にマッチング処理をするデータベー

スのフィールドを指定して、その住所表記

からポイント座標を発生させ、ポイントのレ

イヤを生成します。

※1.専用のジオコーディングデータベース「PcmGC.pgc」ファイルを pcm.exeと同じ

フォルダに格納する必要があります。

※なお、このコマンドはベクタウィンドウがアクティブな場合は、そのときの前景レ

イヤを参照して座標系が設定されます。また、データベースウィンドウがアクティブ

な場合は、データの存在範囲から新たなレイヤとプロジェクトを生成します。

この機能の追加に伴い

・Ver.6ベクタメニュー[ツール]-[インテリジェントジオコーディングによるポイント生成]
(コマンド：IGCPoint)

・Ver.6データベースメニュー[リンク]-[インテリジェントジオコーディング検索]

(コマンド：IGCLink)

はメニューから削除されました(コマンドは残ります)。

属性データベース保存時オプション

[ファイル]-[名前をつけて保存]で、従来の保存形式(*.ndv、*.ndvex)以外に、

● CSV（TXT）ファイル

● MDB(MS-ACCESS)ファイル

● XLS(Excel)ファイル

● DBF(DBASE)ファイル

への保存に対応しました。

[名前を付けて保存]ダイアログボックスの<オプション>ボタンで、保存する種類に応じた

オプションの設定を行います。

「IGC 対象」チェックがON になって

いるフィールドがないとこの機能

は利用できません。

ポイントを生成する際、「マッチングレベル」は

ポイントの固有属性 Z 値に転記されています。

[属性]-[固有属性転記]などを行うことで、

ジオコーディングで生成されたポイントの制度を

確認できます。

ヒント集 【ジオコーディング機能】ジオコーディングによるポイント生成

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/data/hint33.htm
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ヒント集

フィールド値のリストアップ

[レコード]-[検索](コマンド：RecSearch)

から表示される[検索]ダイアログボックスでの

フィールド値リストアップ機能を追加しました。

※リストに表示される順序は、出現数の

多い順になります。出現数が同じ場合は

ランダムに表示されます。なお現状、200

個を超える場合はリスト表示されません。

ランキングフィールドの＜自動設定＞

[ランキングフィールド設定]ダイアログボッ

クスに【自動設定】ボタンを追加しました。

「参照フィールド」と「ステップ数」を入力して

このボタンを押すと、ランクのレンジを自動

で割り振って設定します。

「チャート型」フィールド ファクター自動算出

「チャート型」のフィールドの設定を行う

[チャート(グラフ)の定義]ダイアログボックス

で、データレコードがある場合、チャートの

｢最大サイズ(mm)｣を指定してファクターを

逆算する機能を追加しました。

フィールドとステップを設定し、

< 自動設定> ボタンを押すと、「ラン

キングテーブル」のリストが自動的

に算出されリスト表示されます。

「最大サイズ」を設定し< 算出 > ボタンを押すと、

「ファクター」が自動的に表示されます。

[フィールド型について]チャート型

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/data/hint51.htm
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データベースの集計・統計処理

従来の[編集]-[集計]メニューを[編集]-[集計・統計処理](コマンド：DbCalc ＝ Ver.6

と変わらず)として機能強化の上、変更しました。

合計/平均値/最大値/最小値に加えて、標

準偏差/平均絶対偏差/メディアンを算出でき

ます。

また、フィールドごとに集計処理でき、さら

に元のフィールドデータに乗ずるファクタ

フィールドを指定できます。

また、ベクタメニューに新規追加された[ツー

ル] -[領域検索・集計]の結果集計として直

接開く事ができます。

ソート(並び替え)・検索条件の保存

[レコード]-[レコードの並び替え](コマンド：

RecSort)で、現在の設定をファイル(データ

ベース並び替え設定ファイル*.dbst)以外

に、その DB の内部データとして最大 10 個

(SLOT1 ～ 10)まで「名前をつけて保存」

「設定を呼び出し」が行えます。

これに関して、メニューにないコマンド

RecSortByName を追加しました。

【書式】RecSortByName△<保存したパラ

メータの名称>

【内容】 保存された並び替え条件を使って

レコードのソートを実行します

[レコード]-[検索](コマンド：RecSearch)

で、現在の設定をファイル(データベース検索

設定ファイル*.dbsr)以外に､そのDB の内部

データとして最大 10 個(SLOT1 ～ 10)まで

「名前をつけて保存」「設定を呼び出し」が行

えます。

これに関して、メニューにないコマンド

RecSearchByName を追加しました。

【書式】RecSearchByName△<保存したパラ

メータの名称>

【内容】 保存された検索条件を使ってレコード

の検索を実行します

ヒント集 集計・統計処理機能

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/data/hint24.htm



47

「カラー型」フィールド カラーモード

「カラー型」のフィールドで、内部のカラーデータ構造をCMYK にするモードを追加しました。

CMYK モードのカラー型の場合、専用のCMYK 選択ダイアログボックスが表示されます。

「BLOB(Binary Large Object)型」フィールド

フィールドのスタイルに「BLOB 型」を追加しました。

１つのセルの中に１つまたは複数のファイルの

実体を格納できます(それだけの容量を必要

とします）。

BLOB 型として設定されたセルをダブルク

リックすると格納するファイルを指定できます。

Del+ダブルクリックでクリアー、エクスプロー

ラからのドラッグ＆ドロップも可能です。

「リレーション」チェックボックスと併用する

事で、実体のファイルをリレーション起動時の

一時フォルダに展開して実行する事ができます。

※ Ver.7 より、描画パラメータの DB 化の

際はイメージやベクタシンボルは

BLOB 型フィールドに格納されます。

BLOB データの展開

[編集]-[BLOB データの展開](コマンド：ExpandBlob)を追加しました。

BLOB型として１ファイルにまとめられたデータを指定したフォルダに展開します。

ただしカレントレコードのみ、あらかじめレコードが選択されている場合は、それらの

レコードをフォルダ内に展開します。

フィールド照合・転記

[編集]-[フィールド照合・転記]を追加しま

した。

2つのデータベース間で、指定したフィールド

が一致するかどうか照会し、その結果、相違

があればその値を転記します。

キイやデータが一致しないレコードを照合のみ

行う事も可能です(転記はせず、選択状態に

します)。

さらに、[参照されないレコードは新規のレ

コードとして転記する]オプションを追加し

ました。

“FILE(2)”と表示されているセルには、

ファイルが 2 つ格納されていることを表します。

[フィールド型について] BLOB 型

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/data/hint34.htm

ヒント集

[フィールドの照合・転記]

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/data/hint37.htm

ヒント集
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フィールド名表記高

[属性データベース設定]ダイアログボックス

の[データベースの設定]パネルに、「フィー

ルド名表記高」項目を追加しました。

フィールド高を調節し、長いフィールドタイ

トルを開業させて複数行表示することができ

ます。

「BLOB(Binary La

DBメニューの小技

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/data/hint13.htm

ヒント集

集計・統計処理

[編集-[集計統計処理]のキイフィールドを第

5まで増やしました。

「BLOB(Binary La

図郭コードのベクタ（ポリゴン）変換

[編集]-[座標データ]-[図郭コードのベクタ

(ポリゴン)変換]を追加しました。

フィールドデータとして、DM図郭コードも

しくは、1次、2次、3次、4次メッシュコード

を持つレコードを該当する座標に1アーク1

ポリゴンを生成して属性を転します。

「BLOB(Binary La

図郭コードのベクタ（ポリゴン）変換

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/data/hint38.htm

ヒント集
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EXCEL 保存時の変更

属性DBをEXCEL形式で保存する際、レコード数が 65535、または、フィールド数が 255

を超える場合、警告メッセージが表示され、オプションが選択できませんでしたが、警告

のみとして、先へ進めるようになりました。

データベースのグリッド表示

データベースのグリッド表示に関して、現在の

セルがあるレコード番号とフィールド名表示

部分（ロウとカラム表示部分）をハイライト

表示するようにしました。

計算フィールドの環境変数

計算フィールドの環境変数を追加しました。

$RAttr ･･･アークの内部属性DBの場合、右ポリゴン ID

$LAttr ･･･アークの内部属性DBの場合、左ポリゴン ID

$DegCenterPos180

･･･アークの内部属性DBの場合、その中点での傾き -180～ 180度で取得

trimLeft ･･･文字列左側の空白（全角も）を切り捨てる

trimRight ･･･文字列左側の空白（全角も）を切り捨てる
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トリガー計算フィールド

データベースの計算フィールドの特殊な型と

して、「トリガー計算フィールド」を設定し

ました。

この場合、計算フィールドの設定は同様に行

いますが、その結果は常に反映されるわけでは

なく、メニューの「トリガー計算フィールド再

計算」を実行したときのみ反映され、その後は

通常のフィールドとして編集も可能です。

「トリガー計算フィールド再計算」は、すべて

の零夜の内部属性に対して再計算されます。

ベクタメニューの場合は、すべてのレイヤの

内部属性に対して再計算されます。

※この再計算はフィールドの若い番号から行われるので、「トリガー計算フィールド」が

別の「トリガー計算フィールド」を参照する際は注意が必要です。

DBメニューの小技

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/data/hint13.htm

ヒント集
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領域検索

[ツール]-[領域検索・集計](コマンド：AreaScan2)を追加しました。

従来からの[ツール]-[領域検索・通知](コマ

ンド：AreaScan)に類似しますが、ポリゴン

とのオーバーラップ率を計算して、｢Overlap｣

フィールドに代入するモードを新たに追加し

ました。

また、処理後データベースウィンドウを開いて、[編集]-[集計・統計処理](コマンド：DbCalc)

を呼び出すオプションがあり、領域検索と該当データの集計処理を連続して行う事ができます。

ランダムポイントからのメッシュ生成

[ツール]-[空間統計解析]-[ランダムポイント

からのメッシュ生成](コマンド：Pnt2Mesh)

を追加しました。3 点以上のポイントの持つ

数値属性から､クリギング(Kriging)法で補間

してメッシュデータを生成します。

VI.解析機能

例えば、海図の深さポイントから

深さのメッシュを、あるいは気圧

のポイント情報から天気図を作成

する場合などに用いられます。

【空間統計解析】ランダムポイントからのメッシュ生成

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/vector/hint78.htm

ヒント集
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カーネル密度推定法による密度地図作成

[ツール]-[空間統計解析]-[カーネル密度推定

法による密度地図生成](コマンド：Kernel

DensityInterpo)の結果生成される密度地図

は、従来プロジェクトの[標高メッシュ]パネル

に登録されていましたが、Ver.7 では新規に

レイヤを作成しそのレイヤの[メッシュ]として

登録されます。

断面図ウィンドウ

[断面図ウィンドウ]の各種の表示モードに関

して、[断面図ウィンドウ]内のメニュー[表示]-

[表示設定]から表示されるダイアログボックス

で設定する事ができるようになりました。

従来では行えなかったスケーリングのユーザ

設定や「建物等ポリゴンマーカー」､｢規定の線

種｣などのモードが追加されています。

広域ネットワーク検索

[ツール]メニューに[広域ネットワーク検索]を追加しました。

[ツール]-[最短ルート検索](コマンド：WNetRoute)

[ツール]-[巡回ルート検索](コマンド：WNetTsp)

これらのメニューは従来のものと異なり、

[プロジェクトエキスパート]-[広域ベクタ]

パネルのスロットに @NetRoute@ の名前

のスロット(*1)があれば、ここに登録されて

いるレイヤのアークをネットワークとして、

必要なレイヤのみ読み出してルート解析を行

います。

この場合、必要なレイヤが多いとメモリの制約

を受けますのでご注意下さい。

また、レイヤ間で接合が取れていないと実行

できません。

(*1)対象とする広域ベクタのスロット名は、プロジェクトのキイリストに

NetRouteWvec を登録して指定する事もできます（指定があればこちらが優先され

ます）。

[ツール]-[広域ネットワーク検索]-[指定距離内到達点検索](コマンド：WNetRange)

を追加しました。指定した位置から、指定した距離内にあるポイントデータを検索して、近

傍のものからリスト表示します。

【空間統計解析】カーネル密度推定法による密度地図作成

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/vector/hint80.htm

ヒント集

断面図ウィンドウについて

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/mesh/hint10.htm

ヒント集

【ネットワーク解析】広域ネットワーク検索

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/vector/hint81.htm

ヒント集
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方向ベクタアーク

[ツール]-[断面図・縦断図]-[方向ベクタアーク](コマンド：MakeDirArc)を追加しました。

※この機能はVer.6 において拡張機能(有償)でしたが、Ver.7 から標準機能になりました。

アーク代表点やポイント中心点、ノード、

ポイントを起点とし、その起点となるベクタの

属性値を使って方向ベクトルを生成します。

傾斜パスルート選定

[ツール]-[断面図・縦断図]-[方向ベクタアーク](コマンド：SlopePath)を追加しました。

※この機能はVer.6 において拡張機能(有償)でしたが、Ver.7 から標準機能になりました。

指定のポイントからポイントまでの二点間の

ルートを最大傾斜などの制約を与えて適切な

ルートを探索します。

例えば、ポイントの属性である

「東西成分」「南北成分」をそれぞれ

X・Y 軸方向の移動量として、方向

ベクタを作成します。

【断面図・縦断図解析】方向ベクタアーク

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/vector/hint79.htm

ヒント集

ヒント集 【断面図・縦断図解析】傾斜パス(林道等)ルート選定

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/vector/hint74.htm
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アーク縦横断解析

[ツール]-[断面図・縦断図]-[アーク縦横断解析](コマンド：CrossSecVH)を追加しました。

※この機能はVer.6 において拡張機能(有償)でしたが、Ver.7 から標準機能になりました。

選択されたアーク路線に沿って縦断解析、指定

の幅での横断解析を行い、補間点間隔、指定

幅の階段状のアーク、ポリゴンのレイヤが作成

されます。

ポリゴン属性には、描画用の ID、主軸(中心

線縦)勾配、副軸(中心線横)勾配、アークの

属性には、横断方向の勾配(百分率)、傾斜長比

(傾斜長/水平長)が転記されます。

作成したレイヤに対し､｢ポリゴンパース

イメージ生成｣などで､3D 視する事ができます｡

また、アーク路線に沿って、1 次元的に配置

したレイヤの生成オプションもあります。

アーク縦断図

[ツール]-[断面図・縦断図]-[アーク縦断図](コマンド：CrossSecArc)を追加しました。

※この機能はVer.6 において拡張機能(有償)でしたが、Ver.7 から標準機能になりました。

アーク縦断図作成と同時に、元のプロジェクトから該当部分を

切り出し、平面図として併記できます。

ヒント集 【断面図・縦断図解析】拡張縦断図

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/vector/hint70.htm

ヒント集 【断面図・縦断図解析】アーク縦横断解析

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/vector/hint69.htm
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断面図ウィンドウ更新

[断面図ウィンドウ]の機能をさらに充実させ

ました。

ステータスバー

縦横の縮尺、マウス位置の距離、

位置､高さ情報を転記。

計測ウィンドウ

マウスクリックで[計測ウィンドウ]に

距離､位置､高さ情報を転記。

[表示]-[縮尺設定]メニュー

[表示]-[縮尺設定]メニューを追加

縦横の縮尺を指定して固定。

表示領域検索

[ツール]-[表示領域検索]項目を追加しました。

従来からの[表示領域の図郭コード等の算出]に加えて、

・[表示領域をGoogle Earthで閲覧]（GoogleEarthがインストールされていることが前提）

・[表示領域をVirtual Earthで閲覧]（インターネットで公開されているAPIを使用）

→ http://maps.live.com./

を追加しました。

Virtual Earth Mapバー

[Virtual Earth Mapバー]を追加しました。

ズームバーなどのある枠で右ボタンメニュー

に「VirtualEarthMap バー」が表示されます

ので、それを選択すると「VirtualEarthMap

バー」が表示されます。

このバー内に、アクティブなプロジェクトの

ビューの中心位置付近を表示します。右ボタン

メニューで、ロードマップ、航空写真、ハイ

ブリッドを指摘できます。

また、バー上で場所検索ウィンドウを表示し

て検索できる機能も追加されました。

ヒント集 表示領域検索

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/vector/hint34.htm
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標高メッシュのグラデーションカラー設定

3Dメニュー：[編集]-[TIN描画設定]で、[標

高]を選択し、【...】ボタンを押すと表示さ

れる[グラデーション設定]ダイアログに、

【標高メッシュのグラデーションカラー設定】

ボタンを追加しました。

標高メッシュに設定されているグラデーション

カラーをTINのグラデーションカラーに利用

できます。

ヒント集 TIN描画について

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/3d/hint8.htm

画像ファイル（属性フィールド）から背景ピクチャーへ変換

[ツール]-[画像ファイル（属性フィールド）

から背景ピクチャーへ変換]を追加しました。

ベクタの内部属性フィールドに画像ファイル

のパスの記述がある場合、ベクタからの位置

にその画像ファイルを背景ピクチャーとして

登録します。

JPEG ファイル（属性フィールド）への位置座標付与

[ツール]-[JPEGファイル（属性フィールド）

への位置座標付与]を追加しました。

ベクタの内部属性フィールドにJPEGファイ

ルのパスの記述がある場合、ベクタから得ら

れる座標をJPEGファイルのGPS位置情報と

して記録します。

ポイント、ノードはその位置、アークの場合は

中点、ポリゴンは中心点を位置情報とします。

[表示中心領域をGoogle Mapsで閲覧]、[表示中心付近を電子国土で閲覧]

[ツール]-[表示領域検索]-[表示中心付近を電子国土で閲覧]および[表示中心付近を

Google Mapsで閲覧]メニューを追加しました。

[ツール]-[表示領域検索]-[表示中心付近を電子国土で閲覧]および[表示領域付近をVirtual

Earthで閲覧]で開かれたウィンドウに関して、その後の表示位置をPC-MAPPINGのベクタ

ビューと同期できるようにしました。

ヒント集 表示領域検索

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/vector/hint34.htm
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ポリゴン体積算出

[ツール]-[断面図・縦断図]に[ポリゴン体積

算出]を追加しました。

ポリゴンの下にある標高メッシュ、TINを参照

して、基準レベルからの体積を算出します。

いわゆる、切り土・盛り土・堆積量などの計算

に使われます。

緯経度座標系のデータにも対応しています

（データの特性からくる制度的限界あり）。

OpneGLのアナグリフ

OpenGLでのアナグリフ（カメラ設定パネル）

に対応しました。専用の3Dメガネを利用す

ると、立体視が可能になります。

断面図生成時のZ値の案分計算

断面図の生成で、標高メッシュやTINがない領域のデータが従来は0になっていましたが、

データのある両端のZ値で案分計算して置き換えるようにしました（両端を直線で結んでい

ます）。
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はめ込み印刷

[編集]-[貼り付け]-[他のプロジェクトのビュー]を利用して、あらかじめ台紙となるプロ

ジェクトを作成しておき、その上に「他のプロジェクトのビュー」をコピー＆ペーストの要領

ではめ込む事が簡単にできるようになりました。

従来も「他のプロジェクト」を背景ピクチャーに取り込む方法はありましたが、「他のプロジェ

クトのビュー」は“その時点での画面表示状態”をリアルタイムに参照する事ができます。

[編集]-[貼り付け]-[他のプロジェクトのビュー]

から、PC-MAPPINGで同時に開いている別の

プロジェクトのビューを背景プロジェクトとして

表示します。

参照元のプロジェクトで表示状態を変更します。

はめ込み用のプロジェクトに戻ると、変更した

結果が反映されている事がわかります。

こちらには同じように背景ピクチャーとして

「他のプロジェクトを表示しています（データ

としては左右どちらも同じプロジェクト）が、

背景ピクチャーのメニューから表示の設定変更

をしない限り、更新されません。

VII.印刷機能
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印刷設定のファイル保存

[印刷]-[印刷設定登録・呼び出し](コマンド：PrintList)で、設定情報をファイル(印刷設定

ファイル*.printinfos)として保存、ファイル読み込みが可能になりました。

また、フォルダ構造を持つ事もできますので、

印刷設定件数が多いプロジェクトでも情報の

管理が効率的に行えます。

また、複数のフォルダや設定情報を選択し、

まとめて変更できるようになりました。

印刷枠の設定

印刷枠設定後、[印刷]-[印刷枠調整]で改行

キイを押すと[座標指定]ダイアログボックスが

表示されますが、従来ここで行えるのは位置

指定のみでした。

Ver.7 からはさらに｢サイズ｣と｢縮尺｣を指定

できます。縮尺は直接分母を入力する事も

できますが、ドロップダウンリストには一般的

に使用される縮尺が表示されます。

また、ユーザが任意に設定した<縮尺>や最

近使用した<縮尺>は履歴としてリストに追

加されます。

▲[印刷]-[印刷枠調整(出力サイズ固定)]の場合

▲[印刷]-[印刷枠調整(縮尺固定)]の場合

ヒント集 印刷設定の登録・呼び出し

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/print/hint7.htm
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はみ出し印刷

[印刷]-[ウィンドウズプリンタ印刷設定](コマンド：Wprintset)の整飾プロジェクトを利

用して印刷する場合のオプションとして、

●文字は図郭をはみ出しても印刷する

に加えて、

●シンボルは図郭をはみ出しても印刷する

●アークは図郭をはみ出しても印刷する

を追加しました。

「アークは図郭をはみ出しても印刷する」の

場合は、はみ出し量を mm 単位で指定でき

ます。

「アークは図郭をはみ出しても印刷する」
チェックOFFの場合

「アークは図郭をはみ出しても印刷する」
チェックONの場合

メッシュポリゴン印刷

広域な図面を、あらかじめ作成したポリゴンをメッシュとして印刷できる、[印刷]-[矩形

ポリゴン指定による連続印刷]を追加しました。

このメニューは、現在設定されている印刷領

域を基準として指定したレイヤのポリゴン単

位で分割し印刷します。

ちょうど分割されない時は、｢余りを各ページ

にオーバーラップさせる｣か「余りを最後の

ページで処理する｣事ができます。

背景ピクチャーを利用する事はできませんが、

全てのメッシュに同じ整飾設定を利用するこ

とはできます。

ヒント集 図葉メッシュ単位に印刷する(矩形印刷)

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/print/hint12.htm
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クイック印刷でのスケールバー表示

[印刷]-[クイック印刷]で、スケールバーの

印刷チェックが追加されました。

印刷登録設定・呼び出し

[印刷]-[印刷登録設定・呼び出し]-[印刷登

録設定・呼び出し]ダイアログボックスに<領

域レイヤデータ変換>ボタンを追加しました。

この時生成されるポリゴンにBLOB型のリレー

ションフィールドが生成されるので、通常の

リレーション起動と同様の操作で印刷が実行

できます。また、選択した設定をレイヤデータ

に変換できるオプションも追加されました。

ヒント集 クイック印刷

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/print/hint11.htm

ヒント集 印刷設定の登録・呼び出し

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/print/hint7.htm
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ビットマップ出力設定のワールドファイル

[印刷]-[ビットマップ出力設定]-[ビット

マップ出力設定 -2]パネルで、ファイル保存の

際に、「ワールドファイルも同時に生成する」

オプションを追加しました。

[矩形ポリゴンによる連続印刷]でのビットマップ出力

[印刷]-[矩形ポリゴンによる連続印刷]でビットマップ出力に対応しました。

ビットマップ出力が現在の印刷モードになっている時は、指定のファイル名に-0、-1と連

番をつけた状態で出力します。

なお、矩形ポリゴン内部属性フィールドからファイル名を指定することも可能です。

ヒント集 図葉メッシュ単位に印刷する（矩形印刷）

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/print/hint12.htm

[画像に合わせて用紙の縦横を変更する]オプション

拡張イメージウィンドウでの連続印刷で、

「画像に合わせて用紙の縦横を変更する」オ

プションを追加しました。
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グレースケール画像形式のメッシュデータ

[ファイル]-[インポート]-[グレースケール画像形式のメッシュデータ](コマンド：

ImportMesh)を追加しました。

8 ビットまたは 16 ビットのグレースケール画像データを、メッシュデータとしてレイヤ

にして取り込みます。

その後は、[レイヤエキスパート]-[メッシュ]パネルでデータとして[設定]-[レイヤ描画設定]

等各種の処理が行えますが、イメージデータとして読み込んだ場合と比較して、数倍以上

のメモリが必要となりますのでご注意下さい。

VIII.インポート機能

数値地図 25000(空間データ基盤)JPGIS版

[ファイル]-[インポート]-[数値地図25000(空間データ基盤)

[JPGIS 版]]を追加しました。

この新機能を使うには、軽量 XML コンポーネント

XMLLite.dll が必要です。このファイルは、Vista には標準

装備、または IE7 をインストールすると合わせてインス

トールされます。

単独でインストールするには、Windows XP 用 XMLLite

からダウンロードできます。

※ XmlLite.dll の動作環境に依存し、Windows2000 では、

このインポート機能は使用できません
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国土数値情報(JPGIS準拠データ)

[ファイル]-[インポート]-[国土数値情報]-[国土数値情報

(JPGIS 準拠データ)](コマンド：ImportNLAJpGis)を追加し

ました。専用のインポートダイアログボックスからデータの

種類ごとにインポートを行います。

各メッシュデータ(土地利用 3 次メッシュ/土

地利用細分メッシュ/標高・傾斜度メッシュ/

標高・傾斜度細分メッシュ)については、イ

ンポートするとアーク・ポイントと｢同種の

レイヤの要素｣としてレイヤに格納されます。

メッシュのカラー設定は[設定]-[レイヤ描画

設定]で行います。データ項目によって「連

続変数の等級分類」「離散変数のコード分類」

の二種類のカラー設定方法が選択できます。

結果はレイヤの背景イメージ(内部データ)と

して反映されます。

内容は[レイヤエキスパート]-[メッシュ]パ

ネルで確認(他のベクタ要素と同様に画面上

に“表示”チェックON で表示する事も可

能)できます。

属性DBを持ち、属性照会([属性]-[属性照

会]-[メッシュ属性照会])やクイック属性照

会に対応しています。

zipファイルからの直接取り込みにも対応し

ました。

また、 ・都市地域

・自然公園地域
・自然保全地域

・農業地域
・森林地域
・湖沼データ

・人口集中地区（面）
・漁港（点、線）
・海岸線（線）

・河川（点、線）

に対応しました。

【鉄道】

【公共施設】

【発電所】

ヒント集 国土数値情報(JPGIS 準拠データ)のインポート

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/import/hint22.htm
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MAPPLEデジタル地図データ(昭文社) (この機能は拡張OPであり、別途費用が発生します)

(株)昭文社のMAPPLE デジタル地図データ

(MDX 形式)のインポートに対応しました。

((株)昭文社との契約により、(株)マプコンで

データ変換を行い、PC-MAPPING のプロジェ

クト形式で提供致します)。

＊データの購入等、詳細に付きましては

別途お問合せ下さい。

GISMAPデータ(北海道地図) (この機能は拡張OPであり、別途費用が発生します)

北海道地図(株)の GISMAP(R,V)のイン

ポートに対応しました。

(北海道地図(株)との契約により、(株)マプコン

でデータ変換を行い、PC-MAPPING のプロ

ジェクト形式で提供致します)。

＊データの購入等、詳細に付きましては

別途お問合せ下さい。

GPS 情報付きの JPEG

GPS情報付きのJPEGファイルを再保存する際、そのイメージデータのキイリストにGPS-

POSなどの位置情報があれば、これをEXIF情報として保存します。

ヒント集 GPS情報付きEXIF-JPEGファイルの取り込み

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/image/hint14.htm
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Arc View シェイプファイル分割変換

[ファイル]-[インポート]-[Arc Viewシェイ

プファイル分割変換]機能を追加しました。

比較的巨大なシェイプファイルを対象に、指

定された分割数に応じて分割されたnavファ

イルを直接生成します（シェイプファイルを

１つのレイヤとして取り込めない場合も分割

して広域ベクタで表示可能です）。

また、複数ファイルを一括して分割変換でき

ます。

[ファイル]-[インポート]-[Arc Viewシェイ

プファイル]では、経緯度座標系に関して、

度、秒単位以外に 1/10秒、1/100 秒、1/1000

秒、1/10000秒に対応しました。

基盤地図情報のインポート

[ファイル]-[インポート]-[基盤地図情報

（JPGIS）データ]メニューを追加しました。

[基盤地図情報]インポート機能に関して、ダ

イアログを出して、インポートするファイル

のリストが編集できるようになりました。

また、一般にデータ量が大きくて、メモリ不

足を起こしやすい等高線、建築物、道路縁に

関しては、これを小さい区画に分割しながら

変換して広域ベクタとして登録、表示できる

オプションを追加しました。

ヒント集 Arc Viewシェイプファイルのインポート

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/import/hint9.htm

ヒント集 基盤地図ダウンロードデータ（JPGIS）のインポート

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/import/hint23.htm

DM インポート

DMインポートに、「注記を別レイヤへ」オプションを追加しました。これがONの場合、

注記（E7）レコード分は”（通常のレイヤ名）C”のレイヤに作成され、シンボルなどとは

別レイヤとされます。

「「面」データをポリゴン化」オプションを追加しました。ONの場合、レコードタイプが

E1（面）データに関しては、1アーク 1ポリゴンとしてポリゴン化します。
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属性データベース保存時オプションとしてのエクスポート

データベースメニュー[ファイル]-[名前をつ

けて保存]で、従来の保存形式(*.ndv、

*.ndvex)以外に、

● CSV(TXT)ファイル

● MDB(MS-ACCESS)ファイル

● XLS(Excel)ファイル

● DBF(DBASE)ファイル

への保存に対応しました。

[名前を付けて保存]ダイアログボックスの

<オプション>ボタンで、保存する種類に応

じたオプションの設定を行います。

属性データベースのエクスポート

従来の DB メニュー[ファイル]-[エクスポート](コマンド：Export)を廃止し、新たに

[エクスポート]-[ADO でのエクスポート](コマンド：ExportAdo)

[エクスポート]-[ODBC でのエクスポート](コマンド：ExportOdbc)

[エクスポート]-[クリップボードへのコピー](コマンド：ExportCb)

[エクスポート]-[メタファイルへのエクスポート](コマンド：ExportEmf)

を追加しました。

特に[ADO でのエクスポート]、[ODBC での

エクスポート]、[クリップボードへのコピー]

では、保存対象とするフィールドをエクス

ポート時に個別に指定できます。

これまで「出力したくないフィールド」は、

「ウィンドウ非表示」にしてからエクスポート

のダイアログボックスで「ウィンドウ表示対象

フィールドのみ」オプションを選択する事で

対処していましたが、新しいメニューから実行

するとその必要がありません。

また、エクスポート時のダイアログボックスで設定した情報に名前を付け、プロジェクト

に登録される「SLOT(1 ～ 10)」や別ファイル(DB エクスポートオプション

*.dbexop)に保存し、呼び出す事もできます。

IX.エクスポート機能
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地理情報標準 電子国土プロファイル形式へのエクスポート

[ファイル]-[エクスポート]-[地理情報標準

電子国土プロファイル形式](コマンド：

ExportCJP)に関して、プレビュー機能を追

加しました(ダイアログボックス内に<プレ

ビュー>ボタン)。

<プレビュー>ボタンを押し、プレビュー用テ

ンプレートファイル（cjtemplate.htmltpl）

を選択します。

※プレビュー時も、インターネットに接続し、電子国土のサイトにアクセスできる状態

であることが要求されます。

プレビュー時は、HTTP のミニサーバー

(MiniHttpd.exe)が実行され、

そのダイアログが表示されます。

移動・拡大・縮小やポップアップ属性照会

などもこのプレビュー上で行えますので、

エクスポート前に内容を確認できます。

ヒント集 地理情報標準「電子国土プロファイル形式」へのエクスポート

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/export/hint10.htm

1.レイヤの背景イメージを「画像」としてエクスポートする機能を追加しました。

2.中抜けポリゴンに関して、「電子国土Webシステム用XMLデータ仕様書第1.0版（PDF)

平成 20年4月 15日更新」の記述に準拠して対応しました。

3.国土地理院により提供されるネイティブ化ツールのコマンドライン版のインストールパス

を設定することで、ネイティブデータへの変換を直接行えるようにしました。

4.プレビューに必要なテンプレート一式を組み込みとして、ファイル指定なしで、プレ

ビューできるようになりました(cjtemp.zipファイルが-prmdir指定のフォルダにある

場合はこちらが優先されます）。

5.プレビューのオプションとして、「直接ファイル参照」オプションを追加しました。この

「直接ファイル参照」は必ずしも推奨される方法ではありません（プラグ印のバージョン

によっては表示できません）が、画像のプレビューなどで有効な場合もあります。
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エクスポート時のカラー設定 オプション追加

[ファイル]-[エクスポート]-[Illustrator(EPS)]

(コマンド：ExportEps)で、「カラー値を

CMYKで出力」オプションを追加しました。

エクスポート時の中抜けポリゴンに関して オプション追加

[ファイル]-[エクスポート]-[スケーラブルベクタグラフィックス(SVG)](コマンド：

ExportSvg)

[ファイル]-[エクスポート]-[Il lustrator(EPS)](コマンド：ExportEps)

で、エクスポート時のダイアログボックスで、「仮想線をつかった中抜けポリゴン処理をし

ない」オプションを追加しました。

このオプションが ON の場合、仮想

線を使った中抜けポリゴンを「中抜

け」としてエクスポートしません。

カラーを RGB で出力 カラーを CMYK で出力

▲元のプロジェクト

▲チェックが ON の場合 ▲チェックが OFF の場合

SVG 形式でエクスポート
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Google Earth KML

現状、ポイント（アイコンは規定一種）、

アーク、ポリゴン、レイヤの背景イメー

ジ、背景ピクチャーのイメージをエクス

ポートできます。

ヒント集 GoogleEarthKML ファイルへのエクスポート

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/export/hint11.htm

標高メッシュプロジェクトをnmm形式でエクスポート

標高メッシュプロジェクトで、特定のメッ

シュを選択してエクスポートする際に、PC-

MAPPINGのnmm形式でのエクスポートを追

加しました。

ここでエクスポートしたデータを他の標高

メッシュプロジェクトで利用できます。

SXF、DXF、SVG、EPS エクスポート時の変更

SXF、DXF、SVG及びEPSへのエクスポート時における画像ファイルに関して、可能であ

れば、元の画像のファイル名を使用するようにしました。

ただし、元の画像にパス名がない（内部データ）場合、そのタイトルが使用されます。

また、ファイル名となるものに空白や記号類がある場合は’_’（アンダースコア）に置き

換えられ、結果として、同一のファイル名が出現する場合は、1、2などの序数が末尾に追

加されます。

さらに、DXFエクスポート設定で、画像の出力に関して、PNG、TIFF、JPEGの各形式か

ら選べるようになりました。

また、DXFエクスポートに関して、点データ（POINT）として出力されるにあたり、内部

属性フィールドに描画サブキイとして指定されるカラー型がある場合は、このカラー値を

POINTのカラー情報として出力するようにしました。

ヒント集 DXFファイルのエクスポート

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/export/hint1.htm
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MIF/MID(MapInfo)フィールド名の整合調整

[ファイル]-[エクスポート]-[MIF/NUD(MapInfo)]で、フィールド名の整合調整を行うように

しました。

すなわち同一フィールド名がある場合は、’_’を追加します。フィールド名に記号類があ

る場合や、先頭が数字の場合はこれを’_’に置き換えます。

ヒント集 MapInfo(MIF)フォーマットのエクスポート

http://www.mapcom.co.jp/support/hint/export/hint6.htm


